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憲
山
部
落
駐
車
場
よ
り
左
岸
に
渡
る
鉄
橋

を
渡
り
入
溪
す
る
。

川
山
庠
を
へ
つ
っ
て
行
く
と
、
ト
ユ
状
3
打

滝
が
あ
り
、
さ
ら
に
湖
る
と
右
手
よ
り
ガ
レ

谷
か
出
合
っ
。

短
い
ゴ
ル
ジ
ユ
と
な
り
小
滝
、
 
3
ν
川
滝
、

小
滝
、
 
2
打
滝
、
 
2
条
4
斯
滝
と
あ
り
、
右

へ
左
へ
と
谷
は
曲
っ
て
続
く
。
ゴ
ル
ジ
ユ
を

終
る
と
、
釜
を
持
つ
3
材
2
本
が
続
く
。

平
凡
な
谷
と
な
る
と
左
よ
り
谷
が
出
合
い

、

上
流
は
伐
採
さ
れ
、
谷
は
開
け
る
。
す
る
と
、

右
岸
に
石
垣
作
り
の
ワ
サ
ビ
田
跡
が
あ
る
。

谷
は
左
に
曲
り
3
打
滝
が
懸
か
る
が
、
左
の

大
岩
を
伝
っ
て
越
之
る
。

上
流
に
は
丸
木
橋
に
板
を
敷
い
た
橋
が
あ

杣
道
が
谷
沿
い
に
続
き
、
つ
ご
、
つ
3
回

、

り横
切
る
。

谷
は
平
凡
で
あ
る
が
、
こ
の
あ
た
り
は
自

然
林
が
残
り
、
岩
に
付
い
た
苔
の
緑
、
清
流
、

頭
上
の
若
葉
と
、
自
然
に
浸
っ
た
沢
登
り
が

楽
し
め
る
。

や
が
て
、
右
よ
り
谷
が
出
合
っ
と
す
ぐ
そ

の
上
流
で
、
国
見
岳
直
下
に
発
し
た
谷
が
左

よ
り
出
合
っ
。
中
の
谷
を
湖
る
と
、
浅
い
ゴ

ル
ジ
ユ
の
谷
に
は
チ
ョ
ッ
ク
ス
ト
ン
3
訂
滝

が
あ
り
、
釜
の
右
を
へ
つ
っ
て
水
際
よ
り
右

の
ガ
リ
ー
を
登
っ
て
滝
頭
に
出
る
。
こ
の
谷

唯
一
の
ク
ラ
イ
ム
で
あ
る
。
す
る
と
上
流
に

は
小
滝
、
 
3
斯
滝
が
あ
り
ゴ
ル
ジ
ユ
を
終
る

水
量
三
対
二
ほ
ど
の
二
俣
と
な
り
、
右
俣

に
は
3
訂
滝
が
あ
り
、
そ
の
上
流
は
石
の
ブ

ロ
ッ
ク
が
積
重
な
っ
て
い
る
。
上
流
も
ゴ
ーN

口
の
谷
で
、
杣
道
が
横
切
る
。
 
3
打
滝
、

一
川
ナ
メ
滝
、
 
2
訂
滝
と
あ
り
、
さ
ら
に
杣
道

の
連
深
が
あ
り
、
下
の
3
本
は
濡
れ
て
直
登

で
き
る
が
、
最
上
段
は
右
よ
り
巻
く
。
し
か

し
、
滝
を
見
な
が
ら
杣
道
が
左
岸
を
巻
い
て

い
る
の
で
、
そ
れ
を
伝
っ
て
も
よ
い
。

両
岸
は
杉
の
植
林
と
な
り
、
し
ば
ら
く
で

谷
は
二
分
し
、
右
上
に
は
二
本
の
大
杉
が
あ

る
。
潮
行
を
中
止
し
、
左
俣
に
沿
っ
て
登
る

と
尾
根
に
達
し
、
尾
根
を
左
に
取
っ
て
登
る

と
約
即
分
で
国
見
岳
山
頂
で
あ
る
。
南
西
の

展
望
が
特
に
ょ
く
、
ヒ
カ
ゲ
ノ
ツ
ツ
ジ
が
目

立
っ
。
下
山
は
杣
道
を
辿
る
こ
と
に
な
る
。

参
考
▼
潮
行
2
時
間
、
山
頂
ま
で
さ
ら
に
"

分
下
山
1
時
問
卯
分

た
め
に
湖
行
時
間
が
長
く
、
沢
慣
れ
た
人
で

も
現
地
日
帰
り
は
無
理
で
、
途
中
一
泊
を
要

す
る
谷
で
あ
る
。

張
面
積
が
広
い
た
め
水
量
も
豊
富
で
、

谷
は
美
し
く
、
右
岸
上
部
一
帯
は
原
生
林
が

残
っ
て
い
る
。
し
か
し
現
在
、
椎
矢
峠
方
面

よ
り
、
国
見
岳
直
下
を
林
道
が
伸
ぴ
て
い
る

た
め
、
や
が
て
は
他
の
地
域
と
同
じ
よ
、
つ
な
、

無
残
な
山
肌
を
晒
し
、
林
道
工
事
の
士
砂
が

谷
を
埋
め
、
清
流
は
赤
茶
け
た
泥
水
と
化
し
、

下
流
の
自
然
を
も
死
に
い
た
ら
し
め
る
で
あ

ろ
、
つ
0

み

力

上
の
小
屋
谷

〔
交
通
〕
熊
本
(
車
3
時
間
)
椎
葉
(
椎
矢
峠
越
)

上
の
小
屋
谷
出
合

〔
地
図
〕
国
見
岳

一
、

や

●
九
州
本
土
の
代
表
的
な
谷

上
の
小
屋
谷
は
昔
、
尾
前
の
人
々
が
焼
畑

る
が
、
残
念
な
が
ら
近
年
砂
防
堤
が
で
き
た
。

堤
を
越
え
る
と
谷
は
ゆ
る
く
左
に
曲
り
、

巨
石
の
間
を
縫
っ
て
右
へ
左
へ
と
徒
渉
し
て

と
ろ

行
く
と
、
谷
は
左
へ
曲
る
。
や
が
て
長
瀞
が

現
わ
れ
、
そ
の
出
口
に
3
材
の
滝
が
あ
る
。

浅
い
ゴ
ル
ジ
ユ
が
現
わ
れ
、
 
2
つ
の
淵
を

過
ぎ
る
と
、
谷
に
は
巨
石
が
詰
ま
り
、
岩
間

に
小
滝
が
懸
か
る
。
 
3
メ
ー
ト
ル
滝
を
過
ぎ

る
と
ゴ
ル
ジ
ユ
は
終
り
、
淵
が
現
わ
れ
左
を

へ
つ
る
。

明
る
く
な
っ
た
広
い
河
原
を
湖
る
と
、
左

に
は
巧
材
滝
を
懸
け
て
支
谷
が
出
合
っ
。

本
流
に
は
、
岩
間
の
3
訂
滝
や
、
巨
石
帯

が
あ
り
、
シ
ョ
ル
ダ
ー
で
越
え
て
行
く
と
、

さ
ら
に
左
よ
り
W
材
滝
と
な
っ
て
支
谷
が
出

合
、
つそ

の
す
ぐ
上
流
に
は
S
字
の
ゴ
ル
ジ
ユ
が

あ
り
、
そ
の
中
の
淵
は
膝
ま
で
の
徒
渉
で
越

え
て
行
く
と
、
砂
防
堤
が
現
わ
れ
、
な
ん
と

な
く
自
然
の
世
界
か
ら
現
実
へ
と
引
き
も
ど

さ
れ
る
。
こ
こ
は
左
を
巻
い
て
河
原
へ
出
る

と
、
上
流
に
は
、
釜
を
持
つ
3
川
滝
が
あ
る
。

ゴ
ー
ロ
の
欠
口
を
し
ぱ
ら
く
湖
る
と
、
短
い

●
ア
プ
ロ
ー
チ

熊
本
県
上
益
城
郡
矢
部
町
よ
り
、
内
大
臣

橋
を
渡
り
、
椎
矢
峠
越
で
来
る
か
、
日
向
市

よ
り
延
々
と
時
間
を
か
け
て
入
山
す
る
。
そ

れ
だ
け
に
湖
行
も
価
値
か
あ
る
と
い
う
も
の
。

小
原
部
落
上
流
の
出
合
に
は
民
家
が
一
軒

あ
る
。

を
行
っ
て
、
作
業
用
の
小
屋
を
作
っ
て
ぃ
た

の
で
、
こ
の
名
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
。

こ
の
谷
は
、
上
椎
葉
小
原
の
部
落
上
流
で

耳
川
に
左
よ
り
出
合
っ
谷
で
、
谷
自
身
は
、

長
く
奥
が
深
い
割
に
は
荒
々
し
さ
は
な
く

ゆ
っ
く
り
と
上
流
へ
向
か
っ
て
ぃ
る
。
そ
め

▽
中
級
者
向

●
コ
ー
ス

入
溪
地
は
橋
上
流
で
す
ぐ
ゴ
ル
ジ
ユ
と
な

ゴ
ル
ジ
ユ
に
淵
が
2
つ
ぁ
り
、
左
、
右
と
へ

つ
り
進
む
と
、
右
に
支
谷
が
出
合
っ
。

本
谷
に
は
、
露
岩
の
中
央
を
削
っ
て
流
れ

落
ち
る
8
昇
滝
が
あ
り
、
左
の
乾
い
た
岩

を
越
え
る
と
、
続
け
て
淵
が
あ
り
、
砂
防
堤

が
現
わ
れ
る
。
こ
こ
は
右
を
巻
い
て
行
く
と
、

朽
ち
た
造
林
小
屋
が
あ
り
、
再
度
谷
へ
も
ど

る
0

＼

し
ぱ
ら
く
で
ゴ
ル
ジ
ユ
の
欠
口
と
な
り
、
中

に
は
巨
石
奮
ま
り
、
左
に
5
訂
滝
を
誓

て
支
谷
が
出
合
う
。
大
岩
を
乗
越
し
て
行
く

と
、
淵
が
あ
り
チ
ョ
ッ
ク
ス
ト
ン
2
材
滝
が

あ
る
。
大
小
の
岩
奮
ま
っ
た
ゴ
ル
ジ
ユ
に

は
2
段
5
絵
が
あ
り
、
深
い
釜
の
左
を
へ

つ
っ
て
越
之
る
。
深
流
帯
と
な
り
、
 
3
材
滝

を
越
之
る
と
谷
は
明
る
く
開
け
、
緑
が
広
が

る
。

ゴ
ー
ロ
の
谷
を
伝
う
と
、
左
よ
り
2
本
の

支
谷
が
出
合
い
、
・
な
お
も
湖
る
と
砂
防
堤
が

あ
る
。飛

石
伝
い
に
湖
る
と
、
浅
い
ゴ
ル
ジ
ユ
に

釜
を
持
つ
2
条
小
滝
が
あ
り
、
そ
の
上
の
2

段
4
訂
滝
を
越
え
て
行
く
と
長
瀞
の
上
流
で

ー
,
ー
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
ー

ノ

JL I

2
ト〆
ル1

、

1
トj
ル1

トノ
ル1

、

4

15

123

6

8

10

12

13

0

16



ス
ゲ
谷
が
出
合
っ
。

本
流
に
は
イ
ン
ゼ
ル
が
あ
り
、
左
よ
り
支

谷
が
出
合
っ
。
す
ぐ
杣
道
が
横
切
り
、
上
流

に
は
岩
屋
が
あ
る
。
平
凡
な
谷
と
な
り
、
ゴ

ル
ジ
ユ
が
現
わ
れ
る
と
、
巨
石
が
あ
り
、
シ

ヨ
ル
ダ
ー
で
越
え
る
と
よ
い
。

す
ぐ
、
釜
を
持
つ
立
派
な
4
材
滝
が
あ
り
、

釜
の
左
を
へ
つ
り
登
る
と
、
 
2
訂
滝
、
 
4
一
川

滝
、
小
滝
と
続
い
て
、
流
れ
は
平
凡
と
な
り
、

し
か
し
、
気
分
の
よ
い
谷
で
あ
り
、
ナ
メ
が

現
わ
れ
る
。
点
在
す
る
石
に
は
苔
が
付
い
て

緑
が
目
に
染
み
る
。

傾
斜
の
ゆ
る
い
3
"
滝
の
上
流
で
左
よ
り

支
谷
が
出
合
っ
と
、
桶
状
側
壁
を
め
ぐ
ら
し

た
4
材
滝
が
あ
り
、
右
を
へ
つ
り
登
る
と
、

右
よ
り
支
谷
が
出
合
っ
。

浅
い
ゴ
ル
ジ
ユ
の
谷
と
な
り
、
小
滝
、

ト

ユ
滝
、
 
4
訂
滝
と
い
ず
れ
も
直
登
す
る
と
、

淵
と
深
流
が
あ
り
、
左
を
小
巻
き
す
る
。
さ

ら
に
5
折
滝
が
あ
り
、
右
よ
り
取
付
き
、
滝

芯
に
出
て
直
登
す
る
と
、
ト
ユ
滝
、
 
2
訂
滝

と
あ
り
、
ゴ
ル
ジ
ユ
を
終
る
。

右
よ
り
岩
中
谷
が
出
合
い
、
続
い
て
左
よ

り
支
谷
が
出
合
っ
。

立
派
な
ゴ
ル
ジ
ユ
が
現
わ
れ
、
釜
、
小
滝

と
過
ぎ
る
と
、
谷
は
直
角
に
右
に
曲
り
、
釜

を
持
つ
小
滝
と
2
訂
滝
2
本
が
あ
り
、
左
を

直
登
す
る
と
平
凡
な
谷
と
な
る
。
し
か
し
さ

、

ら
に
ゴ
ル
ジ
ユ
と
な
り
、
ゆ
る
い
斜
滝
を
越

え
て
、
 
3
萪
滝
の
左
を
登
り
、
ス
ダ
レ
状

滝
の
右
を
登
る
と
、
谷
は
蛇
行
し
て
続
く
。

2
打
滝
2
本
を
越
、
え
る
と
、
谷
は
明
る
く
な

る
。
し
ぱ
ら
く
で
右
に
支
谷
が
出
合
っ
。

ゴ
ル
ジ
ユ
に
平
流
と
交
互
に
現
わ
れ
、
湖

つ
て
行
く
と
、
 
2
条
2
段
巧
材
滝
が
現
わ
れ

る
。
こ
れ
は
直
登
は
無
理
で
、
右
の
ブ
ッ
シ

ユ
を
巻
き
登
る
。

ゴ
ル
ジ
ユ
が
各
所
に
あ
る
が
小
滝
が
タ
タ
く
、

直
登
で
き
る
の
が
楽
し
み
。
積
極
的
に
水
線

を
行
く
と
、
濡
れ
る
の
も
苦
に
な
ら
ず
、
こ

れ
が
水
と
の
戯
れ
か
と
湖
行
す
る
幸
を
感
じ

る
。
こ
こ
は
九
州
最
奥
の
上
の
小
屋
谷
で
あ

る
。

S
{
子
状
の
ゴ
ル
ジ
ユ
を
行
く
と
、
右
よ
り

7
X
滝
を
持
つ
支
谷
が
出
合
っ
。

小
滝
の
み
で
あ
っ
た
谷
に
今
度
は
、
鈴
材

幅
広
の
滝
が
あ
る
。
久
し
ぷ
り
の
大
滝
で
あ

る
が
、
ち
ょ
つ
と
手
が
出
ず
写
真
に
お
さ
め

て
右
を
巻
き
登
る
。

ゴ
ー
ロ
の
谷
に
は
、
釜
を
持
つ
4
材
斜
滝

が
あ
る
が
、
右
を
へ
つ
り
直
登
し
て
行
く
と
、

や
が
て
小
国
見
谷
が
左
よ
り
出
合
っ
。
あ
た

り
は
、
原
生
林
が
繁
り
、
の
ん
び
り
湖
る
な

ら
、
ビ
バ
ー
ク
地
は
各
所
に
あ
る
。

ナ
メ
滝
、
ナ
メ
と
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
と
水
に

浸
っ
て
湖
っ
て
い
る
と
、
釜
を
持
つ
記
折
滝

が
あ
り
、
釜
の
右
を
へ
つ
り
、
乾
い
た
岩
を

直
登
す
る
。
上
流
は
狭
い
ゴ
ル
ジ
ユ
と
な
り
、

淵
の
右
を
へ
つ
り
、
ト
ユ
状
流
れ
を
訟
材
も

湖
る
と
3
X
滝
、
岩
の
詰
っ
た
段
状
4
材
滝

が
あ
る

谷
は
右
に
ゆ
る
く
曲
り
、
 
5
ν
斜
滝
が
あ

る
が
、
こ
れ
は
左
の
斜
上
す
る
バ
ン
ド
を
伝

つ
て
滝
芯
へ
出
て
直
登
す
る
。
谷
は
左
に
曲

り
、
右
よ
り
支
谷
が
出
合
っ
。
す
る
と
、
こ

の
谷
一
番
の
即
材
滝
が
現
わ
れ
、
右
の
支
谷

へ
出
て
、
岩
壁
の
右
を
巻
い
て
、
落
口
へ
達

す
る
。谷

は
明
る
く
な
り
、
さ
っ
と
太
陽
が
光
を

浴
び
せ
る
。
右
よ
り
支
谷
が
出
合
い
、
さ
ら

に
山
の
池
谷
か
N
訂
滝
と
な
っ
て
右
よ
り
出

ロ
、
つさ

ら
に
湖
る
と
二
俣
と
な
る
。
左
俣
は
直

接
国
見
岳
の
東
西
に
、
右
俣
は
北
へ
向
か
っ

＼

1
趙

長
合
价
如
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4
お
切

m
 
湘
治
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m
 
斜
斜
岩

:
 
2
 
,
余

て
、
左
に
曲
り
東
北
面
か
ら
国
見
岳
を
目
指

す
。
こ
こ
は
右
俣
が
滝
数
が
多
い
。

さ
て
右
俣
は
5
望
偲
、
 
5
斜
滝
と
直
登

す
る
と
、
ゆ
る
い
傾
斜
の
滝
が
あ
り
、
連
浸

か
あ
る
。
そ
の
上
の
4
訂
滝
は
左
を
シ
ャ
ワ

/
△

岳
m

見
3

国
7

毒

ー
ク
ラ
イ
ム
で
、
続
く
8
材
滝
は
右
を
直
登

し
て
行
く
と
、
桶
状
側
壁
を
持
っ
た
閉
訂
末

広
が
り
の
滝
が
あ
る
。
右
上
方
に
は
プ
ツ
シ

ユ
混
り
の
岸
壁
も
望
ま
れ
る
。
滝
の
左
よ
り

樹
林
に
入
り
高
巻
く
と
林
道
へ
飛
ぴ
出
す
。

＼

矢
刀

m
 
防
一
・

:
ι
:
ー
)
一師

'ー
＼

国

」、国見谷 m..

20m、予に二1、

お

2条15m .C、'入"

X父"

砂防堤

伊

m と

^1

2

2

5

4

2

上の小屋谷

心・

"4/ヲ

締
イ、ー

..

ミ 2m
< 4m

合上の小屋

中

淵、左へつり⇑

⇑

⇑ ⇑

⇑

⇑

⇑釜、左へつり

左小巻き⇑

41

42釜右へつり、淵右へつり
4344

岩壁は右巻き47
47

左俣は国見岳の東西へ49

49
50
51斜滝

53

右を直登53 54

遡行１２～１４時間
下山４～５時間

国見岳山頂からの下山は時間は掛かるが
五勇山へ廻って尾前方面が道はしっかりしている

54から1時間で国見岳

滝の左より樹林へ高巻、林道54

46右から支谷

0

1

2

3 4
5

6 7

9
10

11 12
13

14
15

16
17

18

19
20
21
22

23
24左へつり

2526
27

29右取付き28

31
左直登30

32
33

34右に支谷
36
37

右のブッシュ35

38
39
40

8左巻き

17

18

2023

25

29

303235

34

40

41

43
44

45

4647

4849

50

54

53

52 左をシャワー

45
   左の斜上

48  山の池谷10ｍ滝



谷
は
こ
こ
よ
り
傾
斜
を
ゆ
る
め
平
凡
に
な

る
。
国
見
岳
へ
は
さ
、
わ
に
1
時
間
を
要
す
る
。

国
見
岳
山
頂
か
ら
の
下
山
は
、
時
間
は
か

か
る
か
、
五
勇
山
へ
廻
っ
て
尾
前
方
面
の
方

ヤ
ゴ
ロ
ウ
谷

爰
通
〕
椎
葉
尾
前
(
ボ
卯
分
)
尾
手
納

〔
地
図
〕
不
土
野
・
国
見
岳

●
沢
登
り
を
楽
し
み
な
が
ら
五
勇
山
頂
へ

耳
川
は
日
向
椎
葉
湖
上
流
、
尾
前
の
部
落
で
右

岸
に
水
無
川
が
出
合
う
。
こ
の
川
を
上
流
に
向
か

、
つ
と
主
流
は
三
本
に
分
れ
る
。
ヤ
ゴ
ロ
ウ
谷
は
右

俣
で
、
五
勇
山
山
頂
へ
と
湖
る
谷
で
あ
る
。

谷
に
は
、
適
当
に
滝
が
点
在
し
、
樹
種
も
多

若
葉
や
紅
葉
の
季
節
に
入
溪
す
る
と
、
湖
行

、

<の
楽
し
さ
が
倍
加
さ
れ
る
。

湖
行
後
は
五
勇
山
頂
で
系
山
地
の
展
望
を

楽
し
み
、
登
山
道
を
伝
っ
て
下
山
で
き
る
の
も
あ

り
が
た
い
。

が
道
は
し
っ
か
り
し
て
い
る
。
雷
坂
は
、
林

道
直
下
が
崩
壊
等
で
不
明
な
個
所
が
多
い
の

で
十
分
注
意
を
要
す
る
。

参
考
▼
湖
行
稔
S
Ⅱ
時
問
下
山
4
S
5
時
問

●
ア
プ
ロ
ー
チ

尾
前
の
部
落
よ
り
右
岸
に
出
合
う
水
証
加
伯
い

に
上
流
へ
向
か
っ
。
車
で
⑳
分
も
行
く
と
尾
手
納

の
部
落
に
達
し
、
こ
の
あ
た
り
の
空
地
に
車
を
止

め
る
。さ

ら
に
上
誓
野
の
部
落
に
達
し
、
こ
こ
よ
り

五
勇
山
方
面
へ
の
登
山
道
を
伝
い
、
谷
を
横
切
る

あ
た
り
で
入
溪
す
る
。

▽
初
級
・
中
級
者
向

△
,

山
2

●
コ
ー
ス

岩
石
が
谷
を
埋
め
て
い
る
が
、
し
ぱ
ら
く
飛
石

伝
い
に
湖
る
と
さ
っ
そ
く
7
斯
滝
が
あ
る
の
で
、

右
を
直
登
す
る
。
側
壁
が
あ
り
、
小
滝
を
3
本
越

之
て
行
く
と
、
し
ぱ
ら
く
で
、
側
壁
を
持
っ
た
立

派
な
N
滝
が
あ
る
。
こ
れ
は
大
岩
の
右
側
を
登

勇
硲

五
1

m4片

鐸4
陸

斜
滝
8
打
は
手
足
の
突
張
り
で

る
と
、
滝
上
に
出
る
。

3
漂
が
あ
り
、
沢
音
を
響
か
せ
な
が
え
れ

下
る
が
、
流
れ
に
沿
っ
て
登
る
と
、
谷
は
右
に
曲

左
に
は
巨
石
が
あ
る
。
小
滝
か
7
本
続
ミ

、

り容
易
に
乗
り
越
し
て
行
く
と
左
へ
ゆ
る
く
曲
り
、

小
滝
を
越
え
る
と
、
ハ
グ
エ
谷
が
左
か
ら
出
合

0

つ
、

本
流
は
正
面
に
側
壁
が
立
ち
、
立
派
な
チ
ョ

ツ
ク
ス
ト
ン
巧
訂
滝
が
現
わ
れ
る
。
水
の
飛
沫
を

浴
び
て
い
る
と
盛
夏
で
も
ぞ
く
っ
と
寒
気
が
す

る
。
こ
の
滝
は
直
登
は
無
理
で
、
左
の
プ
ッ
シ
ユ

を
巻
き
上
る
。
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